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幼稚園保育料の減免を実施 2面�
教育委員会がパートなど募集 2面�
要約筆記の入門講座を開く 3面�
「私のしごと館」茶づくり体験 4面�
大住工専の拡張地域が完売 4面�
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男  28，853人（+16）�

平成16年6月1日現在　（　）は前月との比較�

市の人口�市の人口�

女  29，900人（+24）�
合計  58，753人（+40）�

世帯数  21，782世帯（+44）�

観
光
協
会
は
、
本
市
で
晩

年
を
過
ご
し
た
一
休
和
尚
に

ち
な
み
、「
一
休
と
ん
ち
大

賞
」
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
部
門
は
、「
こ

ば
な
し
の
部
」
と
「
エ
ッ
セ

イ
の
部
」
で
す
。

部
門
の
内
容
・
応
募
規

定
＝
▼
こ
ば
な
し
の
部

（「
風
刺
」
や
「
と
ん
ち
」
を

き
か
せ
た
も
の
）
・
４
０
０

字
詰
原
稿
用
紙
１
枚
（
４
０

０
字
）
以
内
。
ワ
ー
プ
ロ
原

稿
は
縦
書
き
で
、
１
行
２０

字
×
２０
行
以
内
▼
エ
ッ
セ
イ

の
部
（
一
休
さ
ん
に
聞
か
せ

た
い
愉
快
な
話
や
困
っ
た

話
、
ち
ょ
っ
と
い
い
話
な

ど
）
・
４
０
０
字
詰
原
稿
用

紙
２
枚
（
８
０
０
字
）
以
内
。

ワ
ー
プ
ロ
原
稿
は
縦
書
き

で
、
１
行
２０
字
×
４０
行
以
内

応
募
方
法
＝
表
紙
に
作
品

タ
イ
ト
ル
・
住
所
・
氏
名
・

７
月
１０
日
か
ら

日
か
ら
新
駅
で

新
駅
で�

７
月
１０
日
か
ら

日
か
ら
新
駅
で

新
駅
で�

７
月
１０
日
か
ら
新
駅
で�

近
畿
日
本
鉄
道
�
が
建
設

を
進
め
て
い
た
、「
三
山
木

駅
」
の
京
都
方
面
行
き
の
高

架
線
と
新
し
い
高
架
駅
舎
が

完
成
し
、
７
月
１０
日
�
の
始

発
電
車
か
ら
利
用
を
始
め
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
本
市
が
同

駅
周
辺
で
行
っ
て
い
る
「
三

山
木
地
区
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業
」
に
伴
い
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
た
も
の
。今
回
、

こ
れ
ら
が
完
成
し
た
こ
と
か

ら
、
今
後
は
奈
良
方
面
行
き

の
高
架
線
と
高
架
駅
舎
の
建

設
工
事
を
始
め
ま
す
。

「
良
好
な
宅
地
と
道
路
・

公
園
な
ど
の
都
市
基
盤
を
一

体
的
に
整
備
し
、
良
好
な
街

並
み
の
形
成
を
図
ろ
う
」と
、

本
市
が
進
め
る
「
三
山
木
地

区
特
定
土
地
区
画
整
理
事

業
」。
こ
の
事
業
の
一
環
と

し
て
、
同
地
区
内
の
交
通
機

能
円
滑
化
と
地
域
の
分
断
解

消
を
目
的
に
、
Ｊ
Ｒ
学
研
都

市
線
と
近
鉄
京
都
線
を
高
架

線
に
し
よ
う
と
工
事
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

平
成
１４
年
３
月
に
は
学
研

都
市
線
の
高
架
線
工
事
が
完

成
し
、「
Ｊ
Ｒ
三
山
木
駅
」

が
高
架
駅
舎
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

今
回
、
完
成
し
た
「
三
山

木
駅
」
は
、
現
在
の
駅
舎
よ

り
６０
�
南
に
移
動
。
ま
た
、

同
駅
を
中
心
に
約
９
０
０
�

が
高
架
線
に
な
る
こ
と
か

ら
、
京
都
方
面
行
き
の
２
か

所
の
踏
切
を
撤
去
。
こ
れ
に

よ
り
、
踏
切
の
道
路
遮
断
時

間
が
お
よ
そ
半
減
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
三
山
木
地
区

区
画
整
理
室
（
�
６５
・
５
５

４
０
）

近 　 鉄
三 山 木

京
都
方
面
の
高
架
工
事
が
完
成

踏
切
撤
去
で
遮
断
時
間
半
減

�
第3次京田辺市総合計画�第3次京田辺市総合計画�第3次京田辺市総合計画�

パートナーシップのまちづく
りに向けて…⑥�

パートナーシップのまちづく
りに向けて…⑥�

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・

応
募
す
る
部
門
・
ど
の
よ
う

に
し
て「
一
休
と
ん
ち
大
賞
」

を
知
っ
た
か
を
書
い
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
作

品
は
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

に
限
り
ま
す

ま
た
、
応
募
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

選
考
方
法
＝
立
命
館
大
学

教
授
の
木
津
川
計
さ
ん
を
委

員
長
と
す
る
選
考
委
員
会

（
委
員
数
＝
５
人
）
が
審
査

し
、
入
賞
者
を
選
考
し
ま
す

賞
・
賞
金
（
こ
ば
な
し
・

エ
ッ
セ
イ
の
両
部
と
も
）
＝

▼
大
賞
（
１
編
）
…
１０
万
円

▼
優
秀
賞
（
１
編
）
…
５
万

円
▼
佳
作
（
２
・
３
編
）
…

１
万
円

し
め
き
り
＝
７
月
３１
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）

発
表
＝
９
月
中
旬
に
入
賞

者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

応
募
・
問
合
せ
先
＝
観
光

案
内
所
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
４
京
田
辺
市
田
辺
中
央
四

丁
目
３
・
３
、
Ｃ
Ｉ
Ｋ
ビ
ル

内
、
�
６８
・
２
８
１
０
）

聞
い
て
よ

聞
い
て
よ
�
一
休
さ
ん

一
休
さ
ん
�

聞
い
て
よ
�
一
休
さ
ん

市
は
、
現
在
策
定
を
進
め

て
い
る「
第
３
次
総
合
計
画
」

に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を

生
か
そ
う
と
、
市
民
懇
談
会

を
開
い
て
い
ま
す
。

６
月
２
日
に
は
、
田
辺
高

等
学
校
と
同
志
社
国
際
高
等

学
校
に
通
う
１１
人
を
市
役
所

に
招
き
、
学
生
懇
談
会
を
実

施
。
出
席
し
た
高
校
生
た
ち

は
、
久
村
哲
市
長
に
「
学
生

が
気
軽
に
利
用
で
き
る
カ
フ

ェ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ル
ー

ム
・
自
習
室
が
欲
し
い
」
や

「
緑
と
自
然
を
残
し
、
環
境

に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
」
な
ど
の
意
見
を
述

べ
ま
し
た
。

久村市長から本市のまちづくりについて説明を受ける高校生のみなさ
ん（6月2日、市役所会議室）

高校生から建設的な意見が相次ぐ
観
光
協
会

風
刺
き
い
た
も
の
や
愉
快
な
話

とんち大賞
作 品 募 集

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

７
月
１０
日
の
開
業
に
向
け
て
工
事
が
進
む
三
山
木
駅
京
都
方
面
行
き
駅

舎
（
６
月
４
日
）
と
駅
名
の
看
板
�

市
は
、
関
西
広
域
連

携
協
議
会
が
進
め
る

「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
賛
同

し
、
夏
至
に
あ
た
る
６

月
２１
日
�
か
ら
９
月
２３

日
（
秋
分
の
日
）
ま
で

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
る

「
関
西
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
宣

言
」
の
夏
季
に
お
け
る

活
動
の
一
環
で
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
オ
フ
ィ

ス
な
ど
で
の
適
正
な
温

度
の
冷
房
や
軽
装
を
広

く
呼
び
か
け
る
運
動
で

す
。本

市
で
は
、
市
の
施

設
で
環
境
へ
の
負
担
を

減
ら
し
た
冷
房
運
転
を

行
い
、
ま
た
職
員
は
暑

さ
を
し
の
ぎ
や
す
い
軽

装
（
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・

ノ
ー
上
着
）
で
勤
務
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
と

行
い
ま
す
。

来
庁
さ
れ
る
み
な
さ

ん
に
も
こ
の
取
り
組
み

を
理
解
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。問

合
せ
先
＝
生
活
環

境
課
（
�
６４
・
１
３
６

６
）

冷
房
弱
め
職
員
は
軽
装
で
勤
務

市 役 所

環
境
に
や
さ
し
く

環
境
に
や
さ
し
く�

環
境
に
や
さ
し
く�
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０

１
３
２
０
）
へ
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

なやみごと（人権・行政）相談�なやみごと（人権・行政）相談�
時と場所�

毎月 第２水曜日（市役所会議室または�
　　　　　　　　  中央公民館会議室）�
 　第４水曜日（北部住民センター�

  　　　　　　　　または三山木福祉会館）
いずれも午後１時３０分～４時�

祝日はありません�

？�
？�

？
�

費用は無料で、秘密は固く守ります。�
お気軽にご利用ください。�

問合せ先＝人権啓発課（�62-4343）�

市
は
、
市
民
課
を
利
用
さ
れ

る
人
か
ら
よ
く
あ
る
問
い
合
わ

せ
な
ど
を
、
１２
回
シ
リ
ー
ズ
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
シ

リ
ー
ズ
５
回
目
と
な
る
今
月
の

テ
ー
マ
は
「
住
所
と
本
籍
地
・

世
帯
主
と
筆
頭
者
の
違
い
」
で

す
。「

住
所
」
と
「
本
籍
地
」

は
、
必
ず
し
も
同

一
の
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
住
所
」
は
、
そ
の
人
の
生
活

の
本
拠
地
、
す
な
わ
ち
実
際
に

生
活
を
し
て
い
る
場
所
で
す
。

住
民
票
は
世
帯
ご
と
に
構
成
さ

れ
ま
す
の
で
、
そ
の
中
で
主
に

生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
が
世

帯
主
で
す
。
世
帯

や
世
帯
主
は
、
生

活
の
実
情
に
あ
わ

せ
て
変
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
本
籍
地
」
は
本
人
の
戸
籍
簿

の
所
在
地
を
示
す
場
所
で
、
住

所
と
同
じ
場
所
と
は
限
り
ま
せ

ん
。戸

籍
は
、
親
族
的
な
身
分
関

係
を
登
録
す
る
も
の
で
、
一
般

的
に
夫
婦
と
、
夫
婦
と
氏
を
同

じ
く
す
る
子
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

結
婚
し
た
子
は
新
し
く
夫
婦
で

戸
籍
を
作
り
ま
す
の
で
、
父
母

と
そ
の
子
夫
婦
の
戸
籍
は
異
な

り
ま
す
。
戸
籍
の
最
初
に
記
さ

れ
て
い
る
人
が
筆
頭
者
で
す
。

筆
頭
者
は
、
新
し
く
戸
籍
を

作
る
時
に
決
定
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
婚
姻
届
で
は
、

婚
姻
時
に
夫
か
妻
、
ど
ち
ら
の

氏
を
称
す
る
か
を
選
び
ま
す
。

こ
の
時
点
で
夫
の
氏
を
称
す
る

時
は
夫
、
妻
の
氏
を
称
す
る
時

は
妻
が
新
し
い
戸
籍
の
筆
頭
者

に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
筆
頭

者
が
死
亡
し
て
も
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
所
を
異
動
し
て
も
、
本
籍

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
本
籍
地
が
遠
く
、
戸

籍
の
証
明
書
を
請
求
す
る
の
が

不
便
だ
と
い
う
時
は
、
本
籍
地

を
移
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
を
転
籍
と
い
い
ま
す
。

転
籍
は
、
７
月
１５
日
号
で
く

わ
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
民
課
（
�

６４
・
１
３
３
０
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

住所と本籍地・世帯主と筆頭者の違い

シ
リ
ー
ズ
⑤

シ
リ
ー
ズ
⑤�

シ
リ
ー
ズ
⑤�

よ
う
こ
そ
市
民
課
へ

�

よ
う
こ
そ
市
民
課
へ

�

お
　
知
　
ら
　
せ�

★中央図書館・北部分室（北部住民センター内）・
中部分室（中部住民センター内）で借りられた
本も、移動図書館で返すことができます。�
★貸出券は中央図書館・北部分室・中部分室で共
通して使えます。�
★その場で貸出券をお作りしますのでお気軽にご
利用ください。�

南山東�
高　木�
興　戸�

3:40～4:10
4:20～4:50興戸公民館西200m

松　井�

宮ノ口�

健康村�

江　津�
出垣内�

3:00～3:30
3:40～4:10

打　田� 4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

3:40～4:10

3:00～3:30

3:00～3:30

多々羅公民館西側�

健康村公民館前�

打田公民館前�
松井里ケ市公園東50m

3:00～3:30

高船農産加工センター前�
天王バス停前�

南山公園�

三山木幼稚園横�

高木公民館前�

宮ノ口白山公園�
江津公民館前�

高　船�

飯　岡�
山　本�
水　取�

多々羅�
普賢寺公民館前�

天　王�

水取公民館前�
山本出荷場精米所前�

新興戸公民館北50m新興戸�
飯岡バス停�

普賢寺�

1�

15

8

4:20～4:50

14

巡回日�

13

7�

21

6�

16��

3:00～3:30
3:40～4:10

巡回時間�地区名� 駐 車 場 所 �

火
　
曜
　
日�

木
　
曜
　
日�

水
　
曜
　
日�

曜日�

7月の移動図書館『かんなび号』巡回表�

不
安
な
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い

昨
今
、
あ
な
た
の
防
犯
対
策

は
万
全
で
す
か
？
。
こ
の
本

で
は
、
事
件
や
災
害
に
あ
っ

た
時
に
そ
れ
ら
か
ら
自

分
を
守
る
方
法
に
つ
い

て
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真

を
使
っ
て
く
わ
し
く
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
い
ろ
い
ろ
な
危
機

管
理
グ
ッ
ズ
や
役
立
ち

ア
イ
テ
ム
な
ど
も
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
何
か
備
え
た

い
と
思
い
な
が
ら
も
、

ど
こ
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
時
、

ま
ず
こ
の
本
か
ら
防
犯
対
策

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
。

「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

フ
ォ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

マ
ガ
ジ
ン
社
／
発
行

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館＝�65－2500

ふ
と
ん
の
丸
洗
い

サ
ー
ビ
ス
行
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
在

宅
で
の
快
適
な
介
護
環
境
づ

く
り
の
た
め
に
「
ふ
と
ん
の

丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
い

ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
す

る
、
介
護
が
必
要
な
満
６０
歳

以
上
の
人
で
、
在
宅
で
の
寝

た
き
り
期
間
が
３
か
月
以
上

の
一
人
で
外
出
で
き
な
い
人

内
容
＝
ふ
と
ん
の
丸
洗
い

お
よ
び
乾
燥

実
施
日
＝
▼
Ａ
コ
ー
ス
…

回
収
７
月
２６
日
�
・
納
品
８

月
２
日
�
▼
Ｂ
コ
ー
ス
…
回

収
７
月
２７
日
�
・
納
品
８
月

３
日
�

利
用
料
＝
無
料

し
め
き
り
＝
７
月
９
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

福
祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２

２
２
）

南
山
城
養
護
学
校
で

ふ
れ
あ
い
体
験
講
座

府
教
育
委
員
会
は
、
養
護

学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
日
ご

ろ
取
り
組
ん
で
い
る
授
業
を

一
緒
に
体
験
す
る
「
ふ
れ
あ

い
体
験
講
座
」を
開
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
た
ち

と
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
、
新
し
い
世
界
を
広

げ
る
一
歩
を
踏
み
だ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
▼
７
月
１２
日
�
午

前
１０
時
〜
正
午
▼
９
月
１３
日

大
阪
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
“
小

さ
な
灯
”
運
動
北
東
部
支
部

が
、
福
祉
の
た
め
に
絵
本
ス

タ
ン
ド
を
２
台
と
Ｍ
Ｄ
ラ
ジ

カ
セ
・
音
楽
キ
ー
ボ
ー
ド
を

そ
れ
ぞ
れ
１
台

教
育
委
員
会
は
、
小
学
校

の
夏
季
・
冬
季
休
業
日
お
よ

び
学
年
末
休
業
日
に
勤
務
す

る
留
守
家
庭
児
童
会
指
導
員

パ
ー
ト
職
員
の
登
録
者
と
野

外
活
動
指
導
員
ア
ル
バ
イ
ト

職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま

す
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
地

方
公
務
員
法
第
１６
条
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

【
留
守
家
庭
児
童
会
夏
休

み
等
指
導
員
】

応
募
資
格
＝
昭
和
１９
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児

童
の
健
全
育
成
に
熱
意
の
有

る
人勤

務
内
容
＝
留
守
家
庭
児

童
会
に
入
会
し
て
い
る
児
童

の
保
育
を
中
心
と
す
る
指
導

業
務採

用
期
間
＝
小
学
校
の
夏

季
・
冬
季
休
業
日
お
よ
び
学

年
末
休
業
日
の
期
間
の
う
ち

移
動
介
護
の
技
能

学
び
ま
せ
ん
か

府
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

視
覚
障
害
者
お
よ
び
脳
性
ま

ひ
者
な
ど
の
全
身
性
障
害
者

が
外
出
す
る
時
の
移
動
介
護

な
ど
に
必
要
な
知
識
お
よ
び

技
能
の
習
得
の
た
め
の
養
成

研
修
を
開
き
ま
す
。

日
程
＝
▼
視
覚
障
害
者
研

修
課
程
（
全
５
回
）
…
７
月

２２
日
�
・
８
月
５
日
�
・
１０

社
会
福
祉
協
議
会
は
、

「
夏
期
く
ら
し
の
資
金
」
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。

市
は
、
幼
稚
園
就
園
奨
励

に
伴
い
保
護
者
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
公

立
幼
稚
園
の
保
育
料
の
減
免

（
還
付
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
立
幼
稚
園
は
「
私
立
幼

稚
園
就
園
奨
励
事
業
」
で
各

私
立
幼
稚
園
に
お
い
て
保
育

料
の
減
免
（
還
付
）
が
受
け

教
育
委
員
会
は
、
夏
休
み

に
留
守
家
庭
児
童
会
へ
入
会

す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
留
守
家
庭
児
童

会
の
開
設
期
間
・
時
間
＝
７

月
２１
日
�
〜
８
月
３１
日
�
・

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
６

時
。
た
だ
し
、
日
曜
日
・
祝

日
と
８
月
１２
日
�
〜
１４
日
�

は
除
き
ま
す

募
集
す
る
留
守
家
庭
児
童

会
の
開
設
場
所
＝
田
辺
・
草

内
・
大
住
・
薪
・
松
井
ケ

丘
・
三
山
木
・
田
辺
東
・
桃

園
の
各
留
守
家
庭
児
童
会
。

た
だ
し
、
田
辺
・
松
井
ケ

丘
・
桃
園
の
児
童
会
は
、
定

員
を
超
え
て
い
る
た
め
、
入

会
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ほ
か
の
留
守
家
庭
児
童

会
へ
の
入
会
も
可
能
で
す
。

対
象
者
＝
市
内
に
在
住

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

寄

付

寄

付

�

寄

付

人

事

�

表

彰

�

夏
休
み
の
入
会
者
募
集

夏
休
み
の
入
会
者
募
集�
夏
休
み
の
入
会
者
募
集

夏
休
み
の
入
会
者
募
集�

ら
れ
ま
す
。

【
公
立
幼
稚
園
】

対
象
＝
市
内
に
在
住
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
▼
生
活
保
護
世
帯
▼
市
民

税
所
得
割
非
課
税
世
帯

申
込
方
法
＝
公
立
幼
稚
園

に
備
え
付
け
の
「
保
育
料
減

免
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
添
付
書
類
と
一
緒

に
通
園
す
る
幼
稚
園
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い

【
私
立
幼
稚
園
】

対
象
＝
市
内
に
在
住
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
▼
生
活
保
護
世
帯
▼
市
民

パート・アルバイト登録者募集�パート・アルバイト登録者募集�パート・アルバイト登録者募集�

保
育
料
の
減
免
申
請

し
、
夏
休
み
の
期
間
中
、
両

親
が
仕
事
ま
た
は
病
気
な
ど

で
、
家
庭
で
児
童
の
保
育
を

す
る
人
が
い
な
い
小
学
校
１

〜
４
年
生

定
員
＝
各
４０
人
（
田
辺
東

の
み
８０
人
）。
た
だ
し
、
現

在
入
会
中
の
１
〜
３
年
生
を

含
み
ま
す

入
会
は
、
低
学
年
を
優
先

し
ま
す
。

負
担
金
＝
５
千
円
。
減
免

で
必
要
に
応
じ
て
決
定
し
ま

す【
野
外
活
動
指
導
員
】

応
募
資
格
＝
野
外
活
動
経

験
者
ま
た
は
野
外
活
動
に
熱

意
を
有
す
る
人

勤
務
内
容
＝
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
利
用
者
へ
の
活
動
指

導
な
ど
の
業
務

採
用
期
間
＝
平
成
１７
年
３

月
３１
日
�
ま
で
の
期
間
の
う

ち
で
必
要
に
応
じ
て
決
定
し

ま
す【申

込
方
法
】

教
育
総
務
課
に
備
え
付

け
の
申
込
書
ま
た
は
教
育

委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyotan

abe.ed.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
撮
影
後
６

か
月
以
内
の
写
真
（
正
面
・

脱
帽
・
上
半
身
・
縦
６
	
×

横
５
	
）
を
貼
り
、
同
課
へ

本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
申
込
書
受
付
期
間
】

６
月
１８
日
�
〜
６
月
３０
日

�
。
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日

は
除
き
ま
す

【
申
込
書
受
付
時
間
】

午
前
８
時
３０
分
〜
正
午
と

午
後
１
時
〜
５
時

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

教
育
総
務
課
（
�
６４
・
１

３
９
１
）

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

テ
ニ
ス
で
交
流

府
視
覚
障
害
者
協
会
京
田

辺
支
部
は
、
健
常
者
と
障
害

者
が
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
テ
ニ
ス
を
開
き
ま
す
。

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ

ス
は
、
鈴
の
入
っ
た
球
を
打

ち
合
う
視
覚
障
害
者
が
参
加

申
込
資
格
＝
本
市
に
住
民

登
録
を
し
、
１
年
以
上
居
住

し
て
い
る
世
帯
主
で
、
暮
ら

し
に
必
要
な
生
活
資
金
・
療

養
資
金
な
ど
が
一
時
的
に
必

要
な
人
。
た
だ
し
、
夏
期
お

よ
び
歳
末
く
ら
し
の
資
金
の

返
済
さ
れ
て
い
な
い
人
や
、

市
の
貸
付
金
（
生
活
更
生
資

金
な
ど
）
や
公
的
扶
助
（
生

活
保
護
）
を
現
在
受
け
て
い

る
人
は
除
き
ま
す

受
付
期
間
＝
７
月
５
日
�

〜
９
日
�

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
要

約
筆
記
入
門
講
座
を
開
き
ま

す
。「要

約
筆
記
」
と
は
、
聴

覚
に
障
害
を
持
つ
人
に
パ
ソ

コ
ン
な
ど
を
使
っ
て
音
声
情

報
を
文
字
に
し
て
伝
え
る
こ

と
で
す
。
難
聴
者
や
中
途
失

�
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分
▼

１１
月
９
日
�
午
前
１０
時
〜
正

午
▼
１１
月
３０
日
�
午
後
１
時

〜
４
時
３０
分
▼
１２
月
１３
日
�

午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
南
山
城
養
護
学
校

（
精
華
町
）

内
容
＝
学
校
見
学
や
授
業

体
験
な
ど

対
象
＝
１８
歳
以
上
の
人

定
員
＝
２０
人
程
度

受
講
料
＝
無
料

申
込
方
法
＝
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
書
い
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
７
月
２
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
立

南
山
城
養
護
学
校
開
放
講
座

係（
〒
６
１
９
・
０
２
３
１
、

精
華
町
山
田
、
�
７２
・
７
２

５
５
）

聴
者
は
手
話
を
使
え
る
人
が

少
な
く
、「
要
約
筆
記
」
は

重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
手
段
で
す
。
ぜ
ひ
受
講

く
だ
さ
い
。

開
催
日
＝
７
月
１
日
〜
８

月
５
日
の
毎
週
木
曜
日
（
６

回
）

日
�
・
２６
日
�
・
２７
日
�
▼

全
身
性
障
害
者
研
修
課
程

（
全
４
回
）
…
７
月
２２
日

�
・
２６
日
�
・
２７
日
�
・
８

月
５
日
�
と
７
月
２２
日
�
・

２６
日
�
・
２９
日
�
・
８
月
５

日
�
の
２
グ
ル
ー
プ

申
込
書
は
全
日
程
を
受
講

可
能
な
人
に
お
渡
し
し
ま
す

場
所
＝
京
都
テ
ル
サ
（
京

都
市
）

申
込
期
間
＝
６
月
２１
日
�

日
〜
２５
日
�

く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉

課
（
�
６４
・
１
３
７
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生け垣が
はみ出てい
ると道路が
狭くなり、
歩行者と車
の接触事故
が起こる可
能性があり
ます。
みんなの道路が安全に利用できるよう
市民一人ひとりが生け垣の適切な管理に
努めてください。
問合せ先＝土木課（�64-1344）

正
午
と
午
後
１
時
〜
４
時

受
付
場
所
＝
社
会
福
祉
協

議
会
（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）貸

付
金
額
（
１
世
帯
）
＝

１０
万
円
以
内

申
込
に
必
要
な
も
の
＝
実

印
問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
協

議
会
（
�
６２
・
２
２
２
２
）

時
間
＝
午
前
１０
時
〜
正
午

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー定

員
＝
２５
人

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
協

議
会
（
�
６２
・
２
２
２
２
）

道路に生け垣がはみ出ていませんか

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

全
国
水
防
管
理
団
体
連
合

会
水
防
功
労
者
表
彰
＝
吉
村

敏
和
（
薪
）

寄

付

�

人

事

�

表

彰

表

彰

�

表

彰

活
力
と
潤
い
の
あ
る
豊
か

な
地
域
社
会
を
創
ろ
う
と
、

市
は
積
極
的
に
地
域
活
動
を

措
置
が
あ
り
ま
す

申
込
方
法
＝
社
会
教
育
課

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
負
担

金
と
保
険
料
（
５
０
０

円
）
・
振
込
手
数
料
（
３
１

５
円
）
・
在
職
証
明
書
（
父

母
と
も
）
を
添
え
て
同
課
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

受
付
期
間
＝
６
月
１８
日
�

〜
２５
日
�
。
た
だ
し
、
土
・

日
曜
日
は
除
き
ま
す

税
非
課
税
世
帯
▼
市
民
税
所

得
割
非
課
税
世
帯
▼
市
民
税

所
得
割
課
税
額
１０
万
２
千
１

０
０
円
以
下
の
世
帯

申
込
方
法
＝
私
立
幼
稚
園

に
備
え
付
け
の
「
保
育
料
等

減
免
措
置
に
関
す
る
調
書
」

に
必
要
事
項
を
書
い
て
添
付

書
類
と
一
緒
に
通
園
す
る
幼

稚
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

【
し
め
き
り
】

７
月
５
日
�

【
問
合
せ
先
】

学
校
教
育
課
（
�
６４
・
１

３
９
２
）

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
３０

分
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
５

時
そ
の
他
＝
負
担
金
の
ほ
か

に
、
お
や
つ
代
と
し
て
１
日

７０
円
が
必
要
で
す

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

教
育
課（
�
６４
・
１
３
９
３
）

行
う
団
体
に
「
ふ
る
さ
と
活

性
化
推
進
事
業
補
助
金
」
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
団
体
＝
経
済
・

産
業
・
文
化
・
観
光
な
ど
の

活
動
を
通
じ
て
広
く
地
域
振

興
と
活
性
化
の
推
進
に
寄
与

し
た
、
お
お
む
ね
１０
人
以
上

の
地
域
住
民
で
つ
く
る
組
織

補
助
金
額
＝
本
市
予
算
の

範
囲
内
で
、
申
請
額
の
２
分

の
１
以
内
。
な
お
、
他
の
制

度
で
補
助
な
ど
を
受
け
て
い

受
付
期
間
は
１８
〜
２５
日
ま
で

７
月
５
日
ま
で
に
通
園
す
る
所
で

幼稚園

留
守
家
庭
児
童
会

地
域
活
動
を
行
う
団
体
に
交
付

ご
活
用
く
だ
さ
い

ふるさと活性化
推進事業補助金

教
育
委
員
会 留守家庭児童会・野外活動の指導員

夏
期
く
ら
し
の
資
金

１
世
帯
１０
万
円
ま
で
貸
し
付
け

入
門
講
座
開
き
ま
す

要約筆記

７
月
１
日
か
ら
毎
週
木
曜
日

毎
年
７
月
は
福
祉
医
療
制
度
（
老

人
・
障
害
・
母
子
）
を
受
け
て
い
る
人

の
「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」
の
切
り

替
え
月
で
す
。
対
象
者
に
は
市
か
ら
交

付
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

６
月
末
ま
で
に
申
請
書
を
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い

受
給
者
証

は
、
申
請

書
受
け
付

け
後
、
審
査
し
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま

す
。
８
月
１
日


か
ら
は
必
ず
新
し
い

受
給
者
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
の
う
ち
老
人
医
療
（
満
６５

〜
６９
歳
）
は
、
世
帯
構
成
や
前
年
の
収

入
額
に
よ
っ
て
「
該
当
」
か
「
非
該
当
」

が
決
ま
り
ま
す
。
申
請
さ
れ
た
人
で

「
非
該
当
」
と
な
っ
た
人
は
そ
の
旨
通
知

し
ま
す
。

前
年
度
に
該
当
さ
れ
な
か
っ
た
人
で

も
世
帯
構
成
の
変
動
や
収
入
の
減
少
な

ど
で
今
年
度
は
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

人
は
、
６
月
中
に
高
齢
介
護
課
へ
申
請

（
健
康
保

険
証
、
印

か
ん
が
必

要
で
す
）

し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
の
結
果
、
該
当

と
な
っ
た
人
に
は
７
月
下
旬
に
受
給
者

証
を
送
付
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
高
齢
介
護
課
（
�

６４
・
１
３
７
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

福祉医療費

６
月
末
ま
で
に
申
請
く
だ
さ
い

受
給
者
証
の
切
り
替
え
を

る
時
は
、
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん申

請
方
法
＝
広
報
広
聴
課

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
広
報
広
聴
課

（
�
６４
・
１
３
２
０
）

で
き
る
競
技
で
す
。
初
め
て

の
人
も
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
＝
６
月
２４
日
�
午
前

９
時
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
人

参
加
費
＝
２
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
視

覚
障
害
者
協
会
京
田
辺
支
部

岡
井
（
�
６５
・
３
０
４
５
）

夏場は食中毒が多発する季節です。食中毒を防ぐた
め、次の３つのことを心がけてください。
みなさんも、食中毒に十分注意しましょう。
問合せ先＝健康推進課（�64-1335）

細菌をつけない（清
潔）
■食物を取り扱う手
指は、菌の二次感
染の原因。食物の
取り扱い時は、必
ず手指を洗いまし
ょう。

細菌をやっつける（加熱）
■食中毒菌のほとんどは、加熱
を十分にすることで殺菌でき
ます。食品の中心部までしっ
かりと加熱しましょう。（目
安は、中心部の温度が75度
で1分間以上の加熱です）

細菌を増やさない（迅速・冷却）
■作ったものは早めに食べ、作り置き
をしないようにしましょう。なま
物などは、冷蔵庫や冷凍庫で保管
してください。冷蔵庫に詰める量
は、全体の7割程度に。

三原則で食中毒は予防できます�三原則で食中毒は予防できます�
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茶
作
り
体
験
し
ま
せ
ん
か

茶
作
り
体
験
し
ま
せ
ん
か

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市

に
あ
る
し
ご
と
体
験
な
ど
が

で
き
る
施
設
「
私
の
し
ご
と

館
」
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
１０
日
�
午
後

２
時
〜
４
時
３０
分

場
所
＝
私
の
し
ご
と
館

（
精
華
町
）

テ
ー
マ
＝
『
日
本
一
の
玉

露
づ
く
り
名
人
が
伝
承
す
る

手
も
み
製
茶
の
実
演
・
体

験
＆
「
ほ
ん
も
の
」
の
京
田

辺
玉
露
の
飲
み
方
講
座
』

講
師
＝
京
田
辺
茶
担
い
手

育
成
塾
の
塾
長
で
「
現
代
の

名
工
」
の
山
下
壽
一
さ
ん

定
員
＝
先
着
５０
人

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

目
的
に
合
わ
せ
た

運
動
メ
ニ
ュ
ー
提
供

あ
な
た
の
体
力
を
総
合
的

に
測
定
し
、
目
的
に
合
わ
せ

た
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

メ
ニ
ュ
ー
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
り
提
供
し
、
そ
の

メ
ニ
ュ
ー
を
専
門
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

開
催
日
＝
７
月
５
日
�
・

１０
日
�
・
１２
日
�
・
１７
日

�
・
２４
日
�
・
２６
日
�

時
間
＝
午
前
１０
時
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

Ｉ
Ｔ
業
務
を
主
な
事
業
と

す
る
共
同
作
業
所
「
ア
イ
・

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
京
都
」

は
、
ふ
れ
あ
い
パ
ソ
コ
ン
体

験
教
室
（
後
援
＝
教
育
委
員

会
）
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
２６
日
�
午
後

１
時
〜
４
時

場
所
＝
ア
イ
・
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
京
都

対
象
＝
小
学
生

内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

普
通
救
命
講
習
会

消
防
署
は
、
普
通
救
命
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
３
日
�
午
前

９
時
〜
正
午

場
所
＝
消
防
署
北
部
分
署

同
女
大
音
楽
学
科

定
期
コ
ン
サ
ー
ト

同
志
社
女
子
大
学
音
楽
学

科
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
７
月
２
日
�
午
後

６
時
か
ら

場
所
＝
同
志
社
女
子
大
学

新
島
記
念
講
堂

曲
目
＝
▼
メ
ン
デ
ル
ス

ゾ
ー
ン
序
曲
「
フ
ィ
ン
ガ
ル

の
洞
窟
」
▼
ビ
ゼ
ー
「
ア
ル

ル
の
女
」
op
・
２３
第
１
組
曲

第
２
組
曲
▼
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
交
響
曲
第
５
番
ハ
短
調

「
運
命
」

定
員
＝
８
０
０
人

入
場
料
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
同
志
社
女
子

大
学
音
楽
学
科
事
務
室
（
�

６５
・
８
５
０
１
）

来
場
に
は
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

骨
髄
移
植
経
験
者

中
溝
さ
ん
講
演
会

同
志
社
大
学
学
生
保
健
部

会
は
、
白
血
病
を
乗
り
越
え

た
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
中
溝

平
和
書
道
展

作
品
を
募
集

市
は
、
８
月
に
開
く
「
平

和
書
道
展
」
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

作
品
の
規
格
＝
市
販
の
半

紙
・
画
仙
紙
ま
た
は
短
冊

テ
ー
マ
＝
「
平
和
は
人
類

共
通
の
願
い
」「
平
和
都
市

宣
言
の
ま
ち
京
田
辺
」な
ど
、

平
和
を
連
想
す
る
語
句

応
募
資
格
＝
市
内
に
在
住

す
る
１５
歳
以
上
の
人
。
た
だ

し
、
中
学
生
は
除
き
ま
す

応
募
方
法
＝
作
品
の
裏
面

左
下
に
鉛
筆
で
、
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番

号
を
書
い
て
、
総
務
課
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い

ド
イ
ツ
か
ら
や
っ
て
き
た

大
き
な
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ

ん
た
ち
に
興
味
津
々
の
子
ど

も
た
ち
。
６
月
４
日
に
テ

ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
同
志
社

日
本
語
セ
ン
タ
ー
の
学
生
１２

人
が
三
山
木
小
学
校
を
訪

れ
、
６
年
生
４５
人
と
交
流
し

ま
し
た
。

ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
歌

や
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
を
披

露
。
続
い
て
学
生
た
ち
が
勉

強
中
の
日
本
語
を
使
い
、
一

生
懸
命
に
自
己
紹
介
を
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
簡
単
な
ド

イ
ツ
語
の
会
話
に
挑
戦
し
た

り
、
大
縄
跳
び
や
じ
ゃ
ん
け

ん
ゲ
ー
ム
な
ど
で
体
を
動
か

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

市
は
、
生
活
環
境
に
関
す

る
話
題
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
４
回
目

の
今
月
は
、「
猫
の
飼
育
管

理
」
で
す
。

市
に
は
猫
に
関
す
る
苦
情

や
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
ふ
ん
尿

や
鳴
き
声
な
ど
の
生
活
環
境

被
害
の
苦
情
か
ら
、
動
物
愛

護
に
関
す
る
相
談
ま
で
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
が
、
そ
の
多

く
は
飼
い
主
の
無
責
任
な
飼

い
方
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。猫

の
飼
い
方
に
は
、
法
的

な
厳
し
い
規
制
が
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
飼
い
主

と
し
て
の
責
任
あ
る
飼
い
方

を
考
え
た
い
も
の
で
す
。
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め

に
、
そ
し
て
猫
と
人
と
が
安

全
で
快
適
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
飼
い

主
に
は
次
の
こ
と
に
一
層
の

努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
た
後
は
、
お
待
ち
か
ね
の

給
食
。
当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
の

他
人
丼
を
み
ん
な
で
輪
に
な

っ
て
食
べ
ま
し
た
。

交
流
が
終
わ
り
、
子
ど
も

ら
は
口
々
に「
楽
し
か
っ
た
」

「
ま
た
会
い
た
い
」
と
感
想

を
話
し
、
日
本
の
小
学
校
を

体
験
し
た
学
生
た
ち
は
「
日

本
の
子
ど
も
た
ち
は
か
わ
い

い
」「
み
ん
な
よ
く
勉
強
す

る
」と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
応
募
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

し
め
き
り
＝
７
月
２３
日
�

応
募
・
問
合
せ
先
＝
総
務

課
（
�
６４
・
１
３
２
６
）

◎
屋
内
飼
育
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ふ
ん
尿
や
小
動
物

へ
の
被
害
を
防
ぎ
、
ま
た
、

交
通
事
故
や
感
染
症
の
危
険

か
ら
猫
を
守
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す

◎
責
任
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
た
め
に
も

飼
い
主
の
身
元
の
表

示
を
し
ま
し
ょ
う

◎
不
幸
な
命
を
生

み
出
さ
な
い
た
め
に
、

子
ど
も
を
生
ま
せ
た

く
な
い
時
は
不
妊
去

勢
手
術
を
行
っ
て
く

だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
生
活

環
境
課
（
�
６４
・
１

３
６
６
）

ル
ー
ム
使
用
承
認
証
を
お
持

ち
の
人

定
員
＝
１
時
間
に
２
人
の

割
合利

用
料
（
１
回
）
＝
５
０

０
円
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
は
別
に
３
０
０
円

必
要
で
す
）

申
込
方
法
＝
希
望
日
の
前

日
午
後
５
時
ま
で
に
、
田
辺

市
民
音
楽
祭

出
演
者
募
集

文
化
協
会
な
ど
は
、
市
民

音
楽
祭
の
出
演
者
を
募
集
し

ま
す
。

日
時
＝
１０
月
１７
日


午
後

０
時
３０
分

号
を
書
い
て
送
付
す
る
か
、

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
私
の

し
ご
と
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

申
込
係
（
〒
６
１
９
・
０
２

８
２
精
華
町
精
華
台
７
丁
目

５
・
１
、�
９８
・
６
１
３
１
、

�
９８
・
６
２
０
２
）

作
っ
た
茶
葉
が
残
っ
た
時

は
、
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け

ま
す
。

猫
は
屋
内
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う

大縄跳びを一緒に楽しむテュービンゲン大学同志社日本語センター
の学生と三山木小学校の子どもたち（6月4日、同校体育館）

異
文
化
交
流
楽
し
む

外
国
の
学
生
が
三
山
木
小
訪
問

動
物
と
快
適
に
暮
ら
そ
う

猫
の
飼
育
は
屋
内
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市が新たな産業立地の創出に向けて取り組ん
でいる大住工業専用地域拡大事業により造成中
の工場用地に、東証一部上場でラーメンチェー
ン店を展開している�幸楽苑の立地が決まりま
した。
市は、6月7日に�幸楽苑と進出にかかる基本
協定の調印式を、奥原恒興府山城広域振興局長
立ち会いのもと、市役所で行いました。式の中
で、久村哲市長は「全国展開を進める貴社の目
標が一日も早く達せられることを期待していま
す」と歓迎し、新井田傳�幸楽苑代表取締役社
長は「京都に進出でき、感慨無量。ご尽力いた
だいた府・市に感謝しています」と述べました。
工場用地は平成17年秋ごろに市から�幸楽苑
へ引き渡され、同社は19年春の操業を目指しめ
んやスープなどを製造する最新工場を建設する
予定です。

大住工専の拡張地が完売
進出企業と基本協定

調印を終え握手を交わす（右から）新井田�幸楽苑代
表取締役社長、奥原府山城広域振興局長、久村市長
（6月7日、市役所）
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